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〔(社) 日本 家政 学 会

月経前不定愁訴と生活習慎一働く女性について一

日本女大家政　○杉山みち子　緒方厚子　清野富久江　中谷林太郎

〈目的〉既に発表してきたように月経前不定愁訴prenenstrual syndrome     （P  M  S ）の出現は、 半健

康状態を示す一つの現象であり、これには生活習慣が関連すると考えられる。 今回は、 青年期の働く

女性についてP  MS と生活習慣ならびに生活に対する心的態度との関連を観察した。

〈方法〉日本女子大学の卒業生2,100名（23-26 歳）に郵送によるアンケート調査を行った（有効回答率

36. 0≫。PM  SはSteinerらの方法を日本人向けに改変した4  0 項目について観察した。 生活習慣は、

就業状況、 運動、 休養（睡眠）、 食事に関する項目を、 また、 性格ならびに生活に対する満足感、 生き

甲斐、 理想像などの生活態度について設問した。

〈結果〉月経前（前日から２週間前）に不定愁訴を訴えるものは93.8% であった。愁訴数の増大に伴っ

て、 いらいらする、 怒りっぽくなる、 泣きたくなるなどの精神的愁訴が増大していた。 愁訴数の多いも

のほど、 月経周期は不規則になり、 また、風邪をひきやすい、 冷え性、 貧血を訴える割合が増大した。

P M S の出現は、 就業状況（就業形態、 職種、 通勤時間、 残業日数など）との関連はみられなかった。

また、 運動、 休日日数、 アフター５の過ごし方、食習慣などとの関連も観察されなかった。　しかし、

睡眠状況は大きく影響し、 睡眠不足の人は、 愁訴の多い人達に多かった。 さらに、P  M S の出現には、

本人の性格、 ならびに生活に対する心的態度が大きく関連していた。

青年期のP  M Sを少なくするためには、 生活内容の改善ならびに調整が必要である。

C 28 骨 粗 軽 症 予 防 に 対 す る 食 生 活 お よ び 身 体 活 動 の 影 響

日 本 女 大 家 政　　 ○ 戸 田 歩　 池 田 洋 子　 五 十 嵐千 恵　 阿 部 恒 男　 江 滓 郁 子

＜ 目 的 ＞ わ が 国 は 急 速 に 高 齢 化 社 会 を 迎 え つ つ あ り、 骨 粗 軽 症 の 増 加 が 深 刻 化 し て い る。

特 に 女 性 は、 閉 経 後、 エ スト ロ ゲ ン 分 泌 の 低 下な ど に よ り、 骨 密 度 が 低 下し、 骨 粗 軽 症 に

陥 り 易 く な る。 そ こ で、 本 研 究 で は、 骨 粗 綴 症 予 防 に 対 する、 食 生 活 お よ び 身 体 活 動 の 影

響 を、 健 康 に対 す る 意 識 の 高 い 閉 経 前 後 の 女 性を 対 象 と し て 検 討 し た。

＜ 対 象 ・ 方 法 ＞東 京 都（ 文 京 区 ） と 新 潟 市 の 保 健 所 に お い て、 栄 養 教 室 に 参 加 し た4    0 歳

以 上6    0 歳 未 満 の 健 常 女 性1    3   0 名 （ 東 京6    6 名、 新 潟64 名 ） を対 象 とし た。 こ れ ら の

対 象 者 全 て に 対 し、 ３ 日 間 の 食事、 食品 群 別 摂 取 頻 度、 身 体 活 動（ 家 事、 職 業、 運 動 競 技

な ど ）、 万 歩 計 に よ る １ 日 当 り 平 均 歩 数 を 調 査し た。 ま た、 対 象 者 全 員 に つ い て、DEXA

（Ho  log i cODRlOOO ） に よ る 腰 椎 骨 塩 定 量（ 骨 密 度、 ロ ーL4） を 行 い、 比 較 検 討し た。

〈 結 果 ＞ 腰 椎 骨 塩 量 は、 両 都 市 間 で 有 意 差 は みら れな か っ た。 し かし、 両 都 市 と も、 健常

日 本 人 女 性 約 １ ０ ０ ０ 人（ 浜 松 医 大、 川 崎 医 大 ） の 平 均 骨 密 度 と 比 較 す ると、 か な り 高い

傾向 を 示 し た。 ３ 日 間 食 事 調 査 で は、 両 都 市 と も カ ル シ ウ ム 摂 取 量 を は じ め、 タ ン パ ク質、

ビ タ ミ ン 類 の い ず れも 平 均 所 要 量 よ り 高 い 傾 向 に あ っ た。 ま た、 食 品 群 別 摂 取 頻 度 調 査に

おい て は、 食 品 の 摂 取 傾 向 に 両 都 市 で 違 い が あ り、 地 域 的 な 特 徴 が み ら れ た。 一 方、 身 体

活動 に お い て は、 両 都 市 と も 活 動 量 の 高 い 人 が 多 く、 １ 日 平 均 歩 数 で は、 新 潟 よ り も、 東

京の 方 が 多 く 歩 い て い る 傾 向 に あ っ た。

以 上 の 調 査 結 果 よ り、 閉 経 に よ る 骨 密 度 低 下 は、 充 分 な 栄 養 摂 取 と、 高い 身体 活 動 に よ

っ て、 か な り 抑 制 さ れ るこ と が 示 唆 さ れ た。


